
     「誰のために、何を伝えるのか」が立ち上がった瞬間 

                    福島県新地町⽴尚英中学校 ⼋⽊⼀真 
 
昨年度、⾶⿃中学校とのオンライン交流授業を通して、尚英中学校の３年⽣たちは、「離れ
た場所に住む、同じ学年の仲間」の存在と出会いました。画⾯越しではありましたが、その出
会いは、⽣徒たちの学びの質を⼤きく変える転機となりました。卒業を迎えた尚英中の⽣徒た
ちは、交流を振り返り、次のような⾔葉を残しています。 
【３年編 – 2024】 

 

 
 

 
 

 
 

 



 
これらのメッセージを丁寧に読み返していくと、ある共通点が浮かび上がってきます。 

 
それは、「どんな活動を行ったか」よりも、「誰のために、何を伝えようとしたのか」という視点
が、学びの中⼼になっていたことです。オンラインで誰とでもつながることができる時代だか
らこそ、教師が意識すべきなのは、⽣徒たちの学びを教室の中だけに閉じ込めないことです。 
「向こう側に、確かに誰かがいる。」その実感こそが、⽣徒を本気にさせ、学びを⼀段深い
次元へと引き上げていくのだと痛感しました。 
 
【１年編 -2025】 「緊張」から「仲間意識」へ。二度の交流が生んだ変化 

 
今年度、尚英中学校と⾶⿃中学校の１年⽣は、「自己紹介スピーチ」 「私の町の魅力を紹介す

る」という⼆つのテーマで、オンライン交流授業を⾏いました。 
わずか⼆度の交流でしたが、その前後で、⽣徒たちの意識には明確な変化が⾒られました。
ここでは、３名の⽣徒のコメントの変化に注⽬してください。 
 
（⽣徒A） 

 
 

 
（⽣徒B） 

 



 
 
（⽣徒C） 

 
 

 
 
⼀回⽬は、多くの⽣徒が緊張し、「とにかく⾃分のことを伝える」ことで精⼀杯でした。 
しかし、⼆回⽬の交流では様相が変わります。そこには、⾃分の成⻑を実感しながら、相⼿
を「同じ⽬標に向かって⾼め合うパートナー」として捉える姿勢がはっきりと表れていまし
た。 
 
◆「登るべき山」を共有すること 
 
交流授業において、私たちが常に意識していることがあります。 それは、「登るべき山」を、

生徒と共有することです。⽂法項⽬を指定し、答えがほぼ決まっている活動では、 パートナー
はどうしても「練習相⼿」にとどまってしまいます。 
 
⼀⽅で、 「〇〇に△△について興味をもってもらうために、□□を⼤切にしながらプレゼンテ
ーションをする」というように、目的と相手を明確にした課題を設定すると、 ⽣徒たちの意識
は⼤きく変わります。 
 

「どうすれば伝わるか」「何を削り、何を残すか」 

発表内容へのこだわりが⽣まれ、⾃然と相手意識が⽴ち上がってくるのです。その結果、⽇
常の授業においても、ゴール（オンライン交流授業）を⾒据えながら、協働的な学びが⾃然に
⽣まれるようになります。 



 
特に⼆回⽬の交流では、⽣徒たちが階層式マッピングを駆使しながら、「新地町の魅力を、

どうすればより分かりやすく伝えられるか」を本気で考えている姿が印象的でした。 
 

 
 

 
 

 
 
◆生徒は、条件がそろえば「自走」する 

 
「伝えたい相手がいる」 「伝えたい内容がある」 

この⼆つがそろったとき、⽣徒たちは、教師が思っている以上に⾃⾛し始めます。だからこ
そ、その前段階としてスキルを徹底的に鍛えることが⽋かせません。まとまりのある⽂を作る練
習は、相⼿意識をもって、より分かりやすく説明する⼒へと直結します。 
 



さらに、思考ツールを⾃在に使えるようになったとき、⽣徒たちは Three Sentences. のそ
の先へと進んでいきます。私たちに求められているのは、 ⽣徒を「本気」にするきっかけを⽤
意すること、そして、その⼟台となるスキル指導を、妥協せずに積み上げていくことなのだ
と、改めて考えさせられました。 
 
◆成果物としての「新地町⼤辞典」 
 
以下は、第２回オンライン交流授業後に、尚英中の⽣徒たちが、⾶⿃中学校のパートナーに
向けて作成した「新地町⼤辞典」です。 
 

 
 
 



 

 
 
教師が指⽰をした「課題」を提出するのではなく、「相⼿に届けるための⼀冊」として仕上
げられた相⼿⽬線の「成果物」には、英語だけでなく、⽣徒たちの⼼の成⻑の軌跡も刻まれて
いるように思います。 


